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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 自 動 分 析 装 置 に 使 用 さ れ る 棒 状 部 材 が 収 納 さ れ る 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 棒 状 部 材 が 載 置 さ れ る 溝 形 状 の 収 納 部 が 設 け ら れ る 土 台 と 、
　 前 記 土 台 に 被 せ ら れ る 蓋 を 備 え 、
　 前 記 収 納 部 は 、 前 記 棒 状 部 材 の 根 元 に 設 け ら れ 径 方 向 に 突 出 す る 突 出 部 が 引 っ 掛 か る 段  
差 と 、 前 記 棒 状 部 材 の 先 端 と 内 壁 と の 間 に 空 間 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 収 納 箱 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 蓋 は 、 前 記 収 納 部 に 納 ま る 突 起 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 収 納 箱 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 突 起 部 は 、 前 記 蓋 が 前 記 土 台 に 嵌 合 す る と 、 前 記 棒 状 部 材 と の 隙 間 が 前 記 棒 状 部 材  
の 外 径 未 満 に な る ま で 接 近 す る こ と を 特 徴 と す る 収 納 箱 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 蓋 は 、 前 記 土 台 に 嵌 合 す る 嵌 合 部 を ２ つ 有 す る こ と を 特 徴 と す る 収 納 箱 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 段 差 は 前 記 突 出 部 の 高 さ よ り も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 収 納 箱 。

請求項の数　9　（全12頁）
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【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 収 納 部 は 、 前 記 棒 状 部 材 の 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 指 が 入 る 空 間 を 有 す る こ と を  
特 徴 と す る 収 納 箱 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 土 台 に は 、 前 記 収 納 部 が 複 数 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 収 納 箱 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 蓋 に は 、 前 記 蓋 の 長 辺 の 間 を つ な ぐ よ う に リ ブ が 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と す る 収 納  
箱 。
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 収 納 箱 で あ っ て 、
　 前 記 土 台 と 前 記 蓋 は 、 両 者 を 接 続 す る ヒ ン ジ と と も に 、 真 空 成 型 法 に よ っ て 一 体 成 型 さ  
れ る こ と を 特 徴 と す る 収 納 箱 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 収 納 箱 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 分 析 装 置 は 、 血 液 や 尿 等 の 検 体 に 含 ま れ る 特 定 成 分 を 自 動 的 に 定 性 あ る い は 定 量 分  
析 す る 装 置 で あ る 。 自 動 分 析 装 置 で は 、 検 体 や 試 薬 、 検 体 と 試 薬 を 反 応 さ せ た 反 応 液 等 の  
液 体 を ノ ズ ル で 吸 引 し た り 吐 出 し た り す る 。 ノ ズ ル は 長 さ に 比 し て 外 径 が 小 さ く 曲 が り や  
す く 、 衝 撃 に 弱 い 部 品 で あ り 、 衝 撃 の 影 響 を 受 け な い よ う に す る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 衝 撃 に 弱 い フ ェ ラ イ ト ア ン テ ナ が 外 部 衝 撃 の 影 響 を 受 け な い よ う に す  
る た め に 、 フ ェ ラ イ ト ア ン テ ナ の 両 端 に 装 着 さ れ た 弾 性 を 有 す る キ ャ ッ プ 状 ア ン テ ナ 枠 を  
介 し て ケ ー ス の 収 納 凹 部 に フ ェ ラ イ ト ア ン テ ナ を 収 納 す る こ と が 開 示 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 特 開 ２ ０ ０ ６ － ２ ３ ８ １ ６ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ る よ う な キ ャ ッ プ 状 ア ン テ ナ 枠 で は 、 ノ ズ ル の 先 端  
を 保 護 す る に は 不 十 分 で あ る 。 す な わ ち ノ ズ ル の 先 端 に キ ャ ッ プ 状 ア ン テ ナ 枠 が 装 着 さ れ  
た と し て も 、 ノ ズ ル が 収 納 さ れ た 収 納 箱 の 移 送 時 に キ ャ ッ プ 状 ア ン テ ナ 枠 が ノ ズ ル の 外 周  
面 を 滑 っ て 、 そ の 内 壁 が ノ ズ ル の 先 端 に 接 触 し て 破 損 さ せ か ね な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 自 動 分 析 装 置 に 用 い ら れ る ノ ズ ル の よ う な 棒 状 部 材 の 移 送 時 の 破 損 を  
防 止 す る 収 納 箱 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 自 動 分 析 装 置 に 使 用 さ れ る 棒 状 部 材 が 収 納 さ れ る  
収 納 箱 で あ っ て 、 前 記 棒 状 部 材 が 載 置 さ れ る 溝 形 状 の 収 納 部 が 設 け ら れ る 土 台 と 、 前 記 土  
台 に 被 せ ら れ る 蓋 を 備 え 、 前 記 収 納 部 は 、 前 記 棒 状 部 材 の 根 元 に 設 け ら れ 径 方 向 に 突 出 す  
る 突 出 部 が 引 っ 掛 か る 段 差 と 、 前 記 棒 状 部 材 の 先 端 と 内 壁 と の 間 に 空 間 を 有 す る こ と を 特  
徴 と す る 。
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【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 自 動 分 析 装 置 に 用 い ら れ る ノ ズ ル の よ う な 棒 状 部 材 の 移 送 時 の 破 損 を  
防 止 す る 収 納 箱 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 自 動 分 析 装 置 の 構 成 例 を 示 す 平 面 図 。
【 図 ２ Ａ 】 検 体 分 注 ノ ズ ル に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ２ Ｂ 】 試 薬 分 注 ノ ズ ル に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ２ Ｃ 】 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ２ Ｄ 】 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ２ Ｅ 】 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ３ 】 蓋 が 土 台 か ら 開 い た 状 態 の 収 納 箱 の 斜 視 図 。
【 図 ４ 】 棒 状 部 材 が 載 置 さ れ た 状 態 の 収 納 箱 の 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 蓋 と 土 台 が 閉 じ た 状 態 の 収 納 箱 の 平 面 図 。
【 図 ６ Ａ 】 検 体 分 注 ノ ズ ル の 収 納 部 に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ６ Ｂ 】 試 薬 分 注 ノ ズ ル の 収 納 部 に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ６ Ｃ 】 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル の 収 納 部 に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ６ Ｄ 】 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル の 収 納 部 に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ６ Ｅ 】 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル の 収 納 部 に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 図 ７ 】 蓋 の 突 起 部 と 土 台 の 収 納 部 と の 位 置 関 係 に つ い て 説 明 す る 断 面 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る 収 納 箱 の 好 ま し い 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 収  
納 箱 に は 自 動 分 析 装 置 に 使 用 さ れ る 棒 状 部 材 が 収 納 さ れ る の で 、 ま ず 自 動 分 析 装 置 に つ い  
て 説 明 す る 。 自 動 分 析 装 置 は 、 血 液 や 尿 等 の 検 体 に 試 薬 を 反 応 さ せ た 反 応 液 を 用 い て 検 体  
を 分 析 す る 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ を 用 い て 、 自 動 分 析 装 置 の 全 体 構 成 の 一 例 を 説 明 す る 。 自 動 分 析 装 置 は 、 検 体 搬 送  
部 １ ０ ２ 、 試 薬 デ ィ ス ク １ ０ ４ 、 検 体 分 注 部 １ ０ ５ 、 試 薬 分 注 部 １ ０ ６ 、 試 薬 攪 拌 部 １ １  
９ 、 反 応 デ ィ ス ク （ イ ン キ ュ ベ ー タ ） １ ０ ７ 、 反 応 容 器 搬 送 部 １ ０ ９ 、 前 処 理 部 １ １ ４ 、  
測 定 部 １ ０ ８ 、 制 御 部 １ １ ３ を 備 え る 。 以 下 、 各 部 に つ い て 説 明 す る 。 な お 、 鉛 直 方 向 を  
Ｚ 方 向 、 水 平 面 を Ｘ Ｙ 面 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 検 体 搬 送 部 １ ０ ２ は 、 血 液 や 尿 等 の 検 体 が 収 容 さ れ る 検 体 容 器 １ ０ １ を 検 体 吸 引 位 置 １  
１ ０ ま で 搬 送 す る 。 試 薬 デ ィ ス ク １ ０ ４ は 、 分 析 に 使 用 さ れ る 試 薬 を 収 容 す る 試 薬 容 器 １  
０ ３ を 所 定 の 温 度 範 囲 で 保 管 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 検 体 分 注 部 １ ０ ５ は 、 検 体 吸 引 位 置 １ １ ０ に 搬 送 さ れ た 検 体 容 器 １ ０ １ か ら 反 応 デ ィ ス  
ク １ ０ ７ に 配 置 さ れ た 反 応 容 器 へ 検 体 を 分 注 す る 。 検 体 分 注 部 １ ０ ５ に は 、 後 述 さ れ る 検  
体 分 注 ノ ズ ル が 取 り 付 け ら れ る 。 検 体 が 分 注 さ れ る 反 応 容 器 と 、 検 体 の 分 注 時 に 検 体 分 注  
ノ ズ ル の 先 端 に 装 着 さ れ る 分 注 チ ッ プ と は 消 耗 品 保 管 部 １ １ １ に 保 管 さ れ 、 消 耗 品 搬 送 部  
１ １ ２ に よ っ て 所 定 の 位 置 に 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 試 薬 分 注 部 １ ０ ６ は 、 試 薬 デ ィ ス ク １ ０ ４ が 保 管 す る 試 薬 容 器 １ ０ ３ か ら 反 応 デ ィ ス ク  
１ ０ ７ に 配 置 さ れ 検 体 が 分 注 さ れ た 反 応 容 器 へ 試 薬 を 分 注 す る 。 試 薬 分 注 部 １ ０ ６ に は 、  
後 述 さ れ る 試 薬 分 注 ノ ズ ル が 取 り 付 け ら れ る 。 試 薬 の 分 注 に 先 立 ち 、 試 薬 攪 拌 部 １ １ ９ に  
よ り 試 薬 容 器 １ ０ ３ の 中 の 磁 気 粒 子 を 含 む 試 薬 が 撹 拌 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 反 応 デ ィ ス ク １ ０ ７ は 、 検 体 と 試 薬 が 分 注 さ れ た 反 応 容 器 を 所 定 の 温 度 範 囲 に 保 つ こ と  
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に よ り 、 検 体 と 試 薬 と の 反 応 を 促 進 さ せ 反 応 液 を 生 成 す る 。 反 応 容 器 搬 送 部 １ ０ ９ は 、 反  
応 液 が 収 容 さ れ た 反 応 容 器 を 反 応 デ ィ ス ク １ ０ ７ か ら 前 処 理 位 置 １ １ ５ と 攪 拌 位 置 １ １ ６  
を 経 由 し て 反 応 液 分 注 位 置 １ １ ７ へ 搬 送 す る 。 前 処 理 位 置 １ １ ５ で は 、 反 応 容 器 に 収 容 さ  
れ た 反 応 液 に 対 す る 前 処 理 と し て 、 前 処 理 部 １ １ ４ に よ る 不 要 液 の 吸 引 と 緩 衝 液 の 吐 出 が  
行 わ れ る 。 前 処 理 部 １ １ ４ に は 、 後 述 さ れ る 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル と 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル が 取 り  
付 け ら れ る 。 次 に 攪 拌 位 置 １ １ ６ に お い て 反 応 液 が 撹 拌 さ れ る 。 そ し て 反 応 液 分 注 位 置 １  
１ ７ に お い て 、 後 述 さ れ る 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル に よ っ て 反 応 容 器 か ら 測 定 部 １ ０ ８ へ 反 応 液  
が 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 測 定 部 １ ０ ８ は 、 供 給 さ れ た 反 応 液 の 物 理 特 性 、 例 え ば 発 光 量 、 散 乱 光 量 、 透 過 光 量 、  
電 流 値 、 電 圧 値 等 を 測 定 す る 。 な お 測 定 さ れ る 物 理 特 性 は こ れ ら に 限 定 さ れ な い 。 ま た 測  
定 部 １ ０ ８ は 、 反 応 容 器 搬 送 部 １ ０ ９ か ら 反 応 容 器 を 受 け 取 り 、 反 応 容 器 に 収 容 さ れ た ま  
ま の 状 態 で 反 応 液 の 物 理 特 性 を 測 定 し て も 良 い 。 測 定 部 １ ０ ８ に よ り 物 理 特 性 が 測 定 さ れ  
た 反 応 液 を 収 容 す る 反 応 容 器 は 、 反 応 容 器 搬 送 部 １ ０ ９ に よ っ て 廃 棄 孔 １ １ ８ へ 搬 送 さ れ  
て 廃 棄 さ れ る 。 な お 測 定 後 の 反 応 容 器 は 洗 浄 さ れ た の ち 再 利 用 さ れ て も 良 い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 制 御 部 １ １ ３ は 、 自 動 分 析 装 置 が 備 え る 各 部 を 制 御 す る と と も に 測 定 結 果 に 係 る 処 理 を  
実 行 す る 装 置 で あ り 、 例 え ば い わ ゆ る コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ２ Ａ 乃 至 図 ２ Ｅ を 用 い て 、 自 動 分 析 装 置 に 使 用 さ れ る 棒 状 部 材 で あ る 各 種 ノ ズ ル に つ  
い て 説 明 す る 。 図 ２ Ａ に 例 示 さ れ る 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ と 保 護 部  
２ １ ２ 、 曲 げ 板 金 ２ １ ３ を 有 す る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ は 、 円 筒 形 状 の 細 管 で あ り 、 先 端 か  
ら 検 体 が 吸 引 さ れ た り 吐 出 さ れ た り す る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ は 、 例 え ば ス テ ン レ ス 製 で は  
あ る も の の 、 長 さ に 比 し て 外 径 が 小 さ い た め 曲 が り や す く 、 特 に 先 端 が つ ぶ れ る と 検 体 の  
吸 引 や 吐 出 に 支 障 を き た す 。 保 護 部 ２ １ ２ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ を 保 護 す る た め に 、 特 に  
ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ の 曲 が り を 抑 制 す る た め に ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ の 外 周 を 覆 う 円 筒 形 状 の 部  
材 で あ り 、 例 え ば ス テ ン レ ス 製 で あ る 。 な お ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ の 先 端 は 分 注 チ ッ プ が 装 着  
さ れ る の で 、 保 護 部 ２ １ ２ で は 覆 わ れ な い 。 曲 げ 板 金 ２ １ ３ は 、 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の  
一 端 、 す な わ ち 分 注 チ ッ プ が 装 着 さ れ る 端 部 と は 逆 側 に 設 け ら れ る 。 以 降 、 曲 げ 板 金 ２ １  
３ が 設 け ら れ る 側 の 端 部 を 根 元 と 呼 び 、 検 体 の 吸 引 や 吐 出 を す る 端 部 で あ る 先 端 と 区 別 す  
る 。 他 の ノ ズ ル に お い て も 、 ２ つ の 端 部 は 先 端 と 根 元 で 区 別 さ れ る 。 曲 げ 板 金 ２ １ ３ は 、  
検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ が 検 体 分 注 部 １ ０ ５ に 接 続 さ れ た こ と を 検 知 す る た め の 検 知 板 と し  
て 機 能 す る た め 、 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の 径 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ Ｂ に 例 示 さ れ る 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ ２ １ と 保 護 部 ２ ２ ２ 、 曲 げ  
板 金 ２ ２ ３ を 有 す る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ２ １ は 、 円 筒 形 状 の 細 管 で あ り 、 先 端 か ら 試 薬 が 吸 引  
さ れ た り 吐 出 さ れ た り す る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ２ １ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ と 同 様 に 曲 が り や す  
く 、 特 に 先 端 が つ ぶ れ る と 試 薬 の 吸 引 や 吐 出 に 支 障 を き た す 。 保 護 部 ２ ２ ２ は 、 保 護 部 ２  
１ ２ と 同 様 に ノ ズ ル 本 体 ２ ２ １ を 保 護 す る た め に ノ ズ ル 本 体 ２ ２ １ の 外 周 を 覆 う 。 な お ノ  
ズ ル 本 体 ２ ２ １ の 先 端 は 試 薬 容 器 １ ０ ３ に 挿 入 さ れ る の で 、 保 護 部 ２ ２ ２ で は 覆 わ れ な い  
。 曲 げ 板 金 ２ ２ ３ は 、 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ の 根 元 側 に 設 け ら れ る 。 曲 げ 板 金 ２ ２ ３ は 、  
曲 げ 板 金 ２ １ ３ と 同 様 に 検 知 板 と し て 機 能 す る た め 、 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ の 径 方 向 に 突  
出 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ２ Ｃ に 例 示 さ れ る 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ ３ １ と 保 護 部 ２ ３ ２ 、 フ  
ラ ン ジ 部 ２ ３ ３ を 有 す る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ３ １ は 、 円 筒 形 状 の 細 管 で あ り 、 先 端 か ら 反 応 液  
中 の 不 要 液 が 吸 引 さ れ る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ３ １ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ と 同 様 に 曲 が り や す く  
、 特 に 先 端 が つ ぶ れ る と 不 要 液 の 吸 引 に 支 障 を き た す 。 保 護 部 ２ ３ ２ は 、 保 護 部 ２ １ ２ と  
同 様 に ノ ズ ル 本 体 ２ ３ １ を 保 護 す る た め に ノ ズ ル 本 体 ２ ３ １ の 外 周 を 覆 う 。 な お ノ ズ ル 本  
体 ２ ３ １ の 先 端 は 反 応 容 器 に 挿 入 さ れ る の で 、 保 護 部 ２ ３ ２ で は 覆 わ れ な い 。 フ ラ ン ジ 部  
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２ ３ ３ は 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 根 元 側 に 設 け ら れ る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ３ は 、 前 処 理  
部 １ １ ４ が 有 す る チ ュ ー ブ が 装 着 さ れ る よ う に 図 ２ Ｃ に 例 示 さ れ る 形 状 を 有 し 、 不 要 液 吸  
引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 径 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 ２ Ｄ に 例 示 さ れ る 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ ４ １ と 保 護 部 ２ ４ ２ 、 フ  
ラ ン ジ 部 ２ ４ ３ を 有 す る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ４ １ は 、 円 筒 形 状 の 細 管 で あ り 、 先 端 か ら 緩 衝 液  
が 吐 出 さ れ る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ４ １ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ と 同 様 に 曲 が り や す く 、 特 に 先 端  
が つ ぶ れ る と 緩 衝 液 の 吐 出 に 支 障 を き た す 。 保 護 部 ２ ４ ２ は 、 保 護 部 ２ １ ２ と 同 様 に ノ ズ  
ル 本 体 ２ ４ １ を 保 護 す る た め に ノ ズ ル 本 体 ２ ４ １ の 外 周 を 覆 う 。 な お ノ ズ ル 本 体 ２ ４ １ の  
先 端 は 反 応 容 器 に 挿 入 さ れ る の で 、 保 護 部 ２ ４ ２ で は 覆 わ れ な い 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ３ は 、  
緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ の 根 元 側 に 設 け ら れ る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ３ は 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ３  
と 同 様 に 、 前 処 理 部 １ １ ４ が 有 す る チ ュ ー ブ が 装 着 さ れ る の で 、 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０  
の 径 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ２ Ｅ に 例 示 さ れ る 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ は 、 ノ ズ ル 本 体 ２ ５ １ と 保 護 部 ２ ５ ２ 、 フ  
ラ ン ジ 部 ２ ５ ３ を 有 す る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ５ １ は 、 円 筒 形 状 の 細 管 で あ り 、 不 要 液 の 吸 引 と  
緩 衝 液 の 吐 出 等 の 前 処 理 が な さ れ た 反 応 液 が 先 端 か ら 吸 引 さ れ る 。 ノ ズ ル 本 体 ２ ５ １ は 、  
ノ ズ ル 本 体 ２ １ １ と 同 様 に 曲 が り や す く 、 特 に 先 端 が つ ぶ れ る と 前 処 理 後 の 反 応 液 の 吸 引  
に 支 障 を き た す 。 保 護 部 ２ ５ ２ は 、 保 護 部 ２ １ ２ と 同 様 に ノ ズ ル 本 体 ２ ５ １ を 保 護 す る た  
め に ノ ズ ル 本 体 ２ ５ １ の 外 周 を 覆 う 。 な お ノ ズ ル 本 体 ２ ５ １ の 先 端 は 反 応 容 器 に 挿 入 さ れ  
る の で 、 保 護 部 ２ ５ ２ で は 覆 わ れ な い 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ５ ３ は 、 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ の  
根 元 側 に 設 け ら れ る 。 フ ラ ン ジ 部 ２ ５ ３ は 、 フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ３ と 同 様 に チ ュ ー ブ が 装 着 さ  
れ る の で 、 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ の 径 方 向 に 突 出 し て 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 以 上 説 明 し た 自 動 分 析 装 置 に 使 用 さ れ る 棒 状 部 材 で あ る 各 種 ノ ズ ル は 収 納 箱 に 収 納 さ れ  
、 納 品 さ れ る 自 動 分 析 装 置 と と も に 移 送 さ れ る 。 移 送 時 に は 各 種 ノ ズ ル の 破 損 、 特 に 各 種  
ノ ズ ル の 先 端 部 の 接 触 に よ る 破 損 を 防 止 す る こ と が 重 要 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 図 ３ を 用 い て 、 棒 状 部 材 で あ る 各 種 ノ ズ ル が 収 納 さ れ る 収 納 箱 ３ ０ ０ に つ い て 説 明 す る  
。 収 納 箱 ３ ０ ０ は 、 土 台 ３ ０ １ と 蓋 ３ ０ ２ が ヒ ン ジ ３ ０ ３ で つ な が っ て 構 成 さ れ 、 例 え ば  
真 空 成 型 法 に よ っ て 一 体 成 型 さ れ る 。 一 体 成 型 さ れ る こ と に よ り 、 収 納 箱 ３ ０ ０ は 厚 さ が  
一 様 な 部 材 、 す な わ ち 表 面 が 突 出 す る 個 所 の 裏 面 は 陥 没 す る 部 材 と な り 、 量 産 が 容 易 に な  
る 。 ま た 移 送 時 の 温 度 変 化 に よ る 変 形 が 抑 制 さ れ る 材 質 、 例 え ば 耐 熱 温 度 が ７ ０ ～ ９ ０ ℃  
で あ る 樹 脂 材 料 Ｐ Ｓ （ P o l y  S t y r e n e ） が 収 納 箱 ３ ０ ０ に 用 い ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 土 台 ３ ０ １ に は 、 棒 状 部 材 で あ る 各 種 ノ ズ ル が 載 置 さ れ る 溝 形 状 の 収 納 部 が 設 け ら れ る  
。 収 納 箱 ３ ０ ０ は 多 数 の 棒 状 部 材 の 移 送 に 用 い ら れ る こ と が 望 ま し く 、 図 ３ に 例 示 さ れ る  
土 台 ３ ０ １ に は 第 一 収 納 部 ３ １ ０ 乃 至 第 七 収 納 部 ３ ７ ０ が 設 け ら れ る 。 ま た 収 納 箱 ３ ０ ０  
が 水 平 面 に 置 か れ た と き に が た つ か な い よ う に す る た め 、 土 台 ３ ０ １ の 底 面 側 の 縁 を 水 平  
方 向 に せ り 出 さ せ る 構 造 に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 蓋 ３ ０ ２ は ヒ ン ジ ３ ０ ３ を 湾 曲 さ せ な が ら 土 台 ３ ０ １ に 被 せ ら れ 、 土 台 ３ ０ １ に 蓋 ３ ０  
２ が 被 せ ら れ た と き に 第 一 収 納 部 ３ １ ０ 乃 至 第 七 収 納 部 ３ ７ ０ の そ れ ぞ れ に 納 ま る 第 一 突  
起 部 ３ １ １ 乃 至 第 七 突 起 部 ３ ７ １ を 有 す る 。 第 一 突 起 部 ３ １ １ 乃 至 第 七 突 起 部 ３ ７ １ は 第  
一 収 納 部 ３ １ ０ 乃 至 第 七 収 納 部 ３ ７ ０ の そ れ ぞ れ に 載 置 さ れ る 各 種 ノ ズ ル に 接 触 し て 押 さ  
え る 。 な お 蓋 ３ ０ ２ が た わ む と 、 第 一 突 起 部 ３ １ １ 乃 至 第 七 突 起 部 ３ ７ １ の 位 置 が ず れ る  
場 合 が あ る 。 そ こ で 蓋 ３ ０ ２ の 剛 性 を 向 上 さ せ る た め に 、 蓋 ３ ０ ２ の 長 辺 の 間 を つ な ぐ よ  
う に リ ブ ３ ０ ６ を 設 け て も 良 い 。 な お リ ブ ３ ０ ６ の 数 や 位 置 、 形 状 は 図 ３ の 例 に 限 定 さ れ  
な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ま た 蓋 ３ ０ ２ の 四 辺 の う ち の ヒ ン ジ ３ ０ ３ が つ な が る 一 辺 に 対 向 す る 辺 に 嵌 合 部 ３ ０ ４  
が 、 土 台 ３ ０ １ に は 嵌 合 部 ３ ０ ４ と 相 対 す る 位 置 に 被 嵌 合 部 ３ ０ ５ が 設 け ら れ て も 良 い 。  
蓋 ３ ０ ２ に 嵌 合 部 ３ ０ ４ が 設 け ら れ 、 土 台 ３ ０ １ に 被 嵌 合 部 ３ ０ ５ が 設 け ら れ る こ と に よ  
り 、 土 台 ３ ０ １ に 蓋 ３ ０ ２ を 被 せ る こ と で 両 者 を 容 易 に ロ ッ ク さ せ る こ と が で き る 。 な お  
適 度 な ロ ッ ク 強 度 を 保 ち 使 用 者 が 両 手 で 開 け や す く す る た め に 、 嵌 合 部 ３ ０ ４ と 被 嵌 合 部  
３ ０ ５ の 組 は 図 ３ に 例 示 さ れ る 二 角 に 設 け ら れ る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ４ に は 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ 乃 至 第 七 収 納 部 ３ ７ ０ に 、 棒 状 部 材 で あ る 各 種 ノ ズ ル 等 が  
載 置 さ れ た 状 態 が 示 さ れ る 。 第 一 収 納 部 ３ １ ０ に は 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ が 、 第 二 収 納 部  
３ ２ ０ に は 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ が 、 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ に は 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ が 、  
第 四 収 納 部 ３ ４ ０ に は 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ が 、 第 五 収 納 部 ３ ５ ０ に は 反 応 液 吸 引 ノ ズ  
ル ２ ５ ０ が そ れ ぞ れ 載 置 さ れ る 。 ま た 第 六 収 納 部 ３ ６ ０ に は 試 薬 の 撹 拌 に 用 い ら れ る 攪 拌  
パ ド ル ２ ６ ０ が 、 第 七 収 納 部 ３ ７ ０ に は 備 品 ２ ７ １ の 入 っ た 備 品 用 袋 ２ ７ ０ が 載 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ５ に は 、 土 台 ３ ０ １ に 蓋 ３ ０ ２ が 被 せ ら れ 、 嵌 合 部 ３ ０ ４ と 被 嵌 合 部 ３ ０ ５ と の 組 に  
よ っ て 蓋 ３ ０ ２ と 土 台 ３ ０ １ が ロ ッ ク さ れ た 状 態 が 示 さ れ る 。 蓋 ３ ０ ２ と 土 台 ３ ０ １ が ロ  
ッ ク さ れ る と 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ 乃 至 第 七 収 納 部 ３ ７ ０ に 載 置 さ れ た 各 種 ノ ズ ル 等 の 棒 状  
部 材 と の 隙 間 が 棒 状 部 材 の 外 径 未 満 に な る ま で 、 第 一 突 起 部 ３ １ １ 乃 至 第 七 突 起 部 ３ ７ １  
が 接 近 し 、 移 送 中 の 振 動 に よ る 棒 状 部 材 の 移 動 を 抑 制 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ Ａ 乃 至 図 ６ Ｅ を 用 い て 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ 乃 至 第 五 収 納 部 ３ ５ ０ に つ い て 説 明 す る  
。 図 ５ の Ａ － Ａ 断 面 図 で あ る 図 ６ Ａ に 例 示 さ れ る 第 一 収 納 部 ３ １ ０ は 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １  
０ を 収 納 し 、 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 根 元 側 か ら 第 一 領 域 ５ １ １ 乃 至 第  
五 領 域 ５ １ ５ に 分 け ら れ る 。 第 一 領 域 ５ １ １ は 曲 げ 板 金 ２ １ ３ が 収 納 さ れ る 領 域 で あ り 、  
隣 接 す る 第 二 領 域 ５ １ ２ よ り も 深 い 溝 で あ る 。 第 二 領 域 ５ １ ２ は 、 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０  
が 第 一 収 納 部 ３ １ ０ の 底 面 に 接 触 し 、 第 一 突 起 部 ３ １ １ に よ っ て 移 動 が 抑 制 さ れ る 領 域 で  
あ り 、 隣 接 す る 第 一 領 域 ５ １ １ や 第 三 領 域 ５ １ ３ よ り も 浅 い 溝 で あ る 。 第 三 領 域 ５ １ ３ は  
、 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ を 摘 ま む た め に 使 用 者 が 指 を 入 れ ら れ る 空 間 を 有 す る 領 域 で あ り  
、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５ １ ２ や 第 四 領 域 ５ １ ４ よ り も 深 い 溝 で あ る 。 指 の 入 る 空 間 は 、 検 体  
分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の 長 手 方 向 と 直 交 す る 方 向 に 設 け ら れ る 。 第 四 領 域 ５ １ ４ は 、 検 体 分 注  
ノ ズ ル ２ １ ０ が 第 一 収 納 部 ３ １ ０ の 底 面 に 接 触 し 、 第 一 突 起 部 ３ １ １ に よ っ て 移 動 が 抑 制  
さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 三 領 域 ５ １ ３ や 第 五 領 域 ５ １ ５ よ り も 浅 い 溝 で あ る 。 第 五  
領 域 ５ １ ５ は 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の 先 端 と 内 壁 と の 間 に 空 間 が 設 け ら れ る 領 域 で あ り 、  
隣 接 す る 第 四 領 域 ５ １ ４ よ り も 深 い 溝 で あ る 。 な お 第 三 領 域 ５ １ ３ と 第 四 領 域 ５ １ ４ は 無  
く て も 良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 一 領 域 ５ １ １ と 第 二 領 域 ５ １ ２ の 間 に 設 け ら れ る 段 差 に 、 径  
方 向 に 突 出 す る 曲 げ 板 金 ２ １ ３ が 引 っ 掛 か る こ と で 、 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の 先 端 と 第 一  
収 納 部 ３ １ ０ の 内 壁 と の 間 の 空 間 が 保 た れ る 。 す な わ ち 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の 先 端 を 第  
一 収 納 部 ３ １ ０ の 内 壁 に 接 触 さ せ ず に 済 む の で 、 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ の 移 送 時 の 破 損 を  
防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 な お 第 一 突 起 部 ３ １ １ に よ っ て 移 動 が 抑 制 さ れ る 検 体 分 注 ノ ズ ル ２ １ ０ は 第 二 領 域 ５ １  
２ に お い て 第 一 収 納 部 ３ １ ０ の 底 面 に 接 触 し た ま ま と な る の で 、 第 一 領 域 ５ １ １ と 第 二 領  
域 ５ １ ２ の 間 の 段 差 か ら 曲 げ 板 金 ２ １ ３ が 外 れ る こ と を 防 止 で き る 。 ま た 第 一 領 域 ５ １ １  
と 第 二 領 域 ５ １ ２ の 間 の 段 差 は 曲 げ 板 金 ２ １ ３ が 径 方 向 に 突 出 す る 高 さ よ り も 大 き い こ と  
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 図 ５ の Ｂ － Ｂ 断 面 図 で あ る 図 ６ Ｂ に 例 示 さ れ る 第 二 収 納 部 ３ ２ ０ は 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２  
０ を 収 納 し 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ と 同 様 に 、 第 一 領 域 ５ ２ １ 乃 至 第 五 領 域 ５ ２ ５ に 分 け ら れ  
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る 。 第 一 領 域 ５ ２ １ は 曲 げ 板 金 ２ ２ ３ が 収 納 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５ ２ ２  
よ り も 深 い 溝 で あ る 。 第 二 領 域 ５ ２ ２ は 、 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ が 第 二 収 納 部 ３ ２ ０ の 底  
面 に 接 触 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 一 領 域 ５ ２ １ や 第 三 領 域 ５ ２ ３ よ り も 浅 い 溝 で あ る  
。 第 三 領 域 ５ ２ ３ は 、 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ を 摘 ま む た め に 使 用 者 が 指 を 入 れ ら れ る 空 間  
を 有 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５ ２ ２ や 第 四 領 域 ５ ２ ４ よ り も 深 い 溝 で あ る 。 第  
四 領 域 ５ ２ ４ は 、 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ が 第 二 収 納 部 ３ ２ ０ の 底 面 に 接 触 し 、 第 二 突 起 部  
３ ２ １ に よ っ て 移 動 が 抑 制 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 三 領 域 ５ ２ ３ や 第 五 領 域 ５ ２ ５  
よ り も 浅 い 溝 で あ る 。 第 五 領 域 ５ ２ ５ は 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ の 先 端 と 内 壁 と の 間 に 空 間  
が 設 け ら れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 四 領 域 ５ ２ ４ よ り も 深 い 溝 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ と 同 様 に 、 第 一 領 域 ５ ２ １ と 第 二 領 域 ５ ２ ２  
の 段 差 に 、 曲 げ 板 金 ２ ２ ３ が 引 っ 掛 か る こ と で 、 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ の 先 端 を 第 二 収 納  
部 ３ ２ ０ の 内 壁 に 接 触 さ せ ず に 済 む の で 、 試 薬 分 注 ノ ズ ル ２ ２ ０ の 移 送 時 の 破 損 を 防 止 で  
き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ の Ｃ － Ｃ 断 面 図 で あ る 図 ６ Ｃ に 例 示 さ れ る 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ は 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２  
３ ０ を 収 納 し 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ と 同 様 に 、 第 一 領 域 ５ ３ １ 乃 至 第 五 領 域 ５ ３ ５ に 分 け ら  
れ る 。 第 一 領 域 ５ ３ １ は フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ３ が 収 納 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５  
３ ２ よ り も 深 い 溝 で あ る 。 第 二 領 域 ５ ３ ２ は 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ が 第 三 収 納 部 ３ ３  
０ の 底 面 に 接 触 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 一 領 域 ５ ３ １ や 第 三 領 域 ５ ３ ３ よ り も 浅 い 溝  
で あ る 。 第 三 領 域 ５ ３ ３ は 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ を 摘 ま む た め に 使 用 者 が 指 を 入 れ ら  
れ る 空 間 を 有 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５ ３ ２ や 第 四 領 域 ５ ３ ４ よ り も 深 い 溝 で  
あ る 。 第 四 領 域 ５ ３ ４ は 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ が 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ の 底 面 に 接 触 し 、  
第 三 突 起 部 ３ ３ １ に よ っ て 移 動 が 抑 制 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 三 領 域 ５ ３ ３ や 第 五  
領 域 ５ ３ ５ よ り も 浅 い 溝 で あ る 。 第 五 領 域 ５ ３ ５ は 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 先 端 と 内 壁  
と の 間 に 空 間 が 設 け ら れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 四 領 域 ５ ３ ４ よ り も 深 い 溝 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 一 領 域 ５ ３ １ と 第 二 領 域 ５ ３ ２ の 段 差 に 、 径 方 向 に 突 出 す る  
フ ラ ン ジ 部 ２ ３ ３ が 引 っ 掛 か る こ と で 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 先 端 を 第 三 収 納 部 ３ ３  
０ の 内 壁 に 接 触 さ せ ず に 済 む の で 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 移 送 時 の 破 損 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ５ の Ｄ － Ｄ 断 面 図 で あ る 図 ６ Ｄ に 例 示 さ れ る 第 四 収 納 部 ３ ４ ０ は 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２  
４ ０ を 収 納 し 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ と 同 様 に 、 第 一 領 域 ５ ４ １ 乃 至 第 五 領 域 ５ ４ ５ に 分 け ら  
れ る 。 第 一 領 域 ５ ４ １ は フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ３ が 収 納 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５  
４ ２ よ り も 深 い 溝 で あ る 。 第 二 領 域 ５ ４ ２ は 、 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ が 第 四 収 納 部 ３ ４  
０ の 底 面 に 接 触 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 一 領 域 ５ ４ １ や 第 三 領 域 ５ ４ ３ よ り も 浅 い 溝  
で あ る 。 第 三 領 域 ５ ４ ３ は 、 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ を 摘 ま む た め に 使 用 者 が 指 を 入 れ ら  
れ る 空 間 を 有 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５ ４ ２ や 第 四 領 域 ５ ４ ４ よ り も 深 い 溝 で  
あ る 。 第 四 領 域 ５ ４ ４ は 、 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ が 第 四 収 納 部 ３ ４ ０ の 底 面 に 接 触 し 、  
第 四 突 起 部 ３ ４ １ に よ っ て 移 動 が 抑 制 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 三 領 域 ５ ４ ３ や 第 五  
領 域 ５ ４ ５ よ り も 浅 い 溝 で あ る 。 第 五 領 域 ５ ４ ５ は 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ の 先 端 と 内 壁  
と の 間 に 空 間 が 設 け ら れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 四 領 域 ５ ４ ４ よ り も 深 い 溝 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ と 同 様 に 、 第 一 領 域 ５ ４ １ と 第 二 領 域 ５ ４ ２  
の 段 差 に フ ラ ン ジ 部 ２ ４ ３ が 引 っ 掛 か る こ と で 、 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ の 先 端 を 第 四 収  
納 部 ３ ４ ０ の 内 壁 に 接 触 さ せ ず 、 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル ２ ４ ０ の 移 送 時 の 破 損 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ５ の Ｅ － Ｅ 断 面 図 で あ る 図 ６ Ｅ に 例 示 さ れ る 第 五 収 納 部 ３ ５ ０ は 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２  
５ ０ を 収 納 し 、 第 一 収 納 部 ３ １ ０ と 同 様 に 、 第 一 領 域 ５ ５ １ 乃 至 第 五 領 域 ５ ５ ５ に 分 け ら  
れ る 。 第 一 領 域 ５ ５ １ は フ ラ ン ジ 部 ２ ５ ３ が 収 納 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５  
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５ ２ よ り も 深 い 溝 で あ る 。 第 二 領 域 ５ ５ ２ は 、 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ が 第 五 収 納 部 ３ ５  
０ の 底 面 に 接 触 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 一 領 域 ５ ５ １ や 第 三 領 域 ５ ５ ３ よ り も 浅 い 溝  
で あ る 。 第 三 領 域 ５ ５ ３ は 、 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ を 摘 ま む た め に 使 用 者 が 指 を 入 れ ら  
れ る 空 間 を 有 す る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 二 領 域 ５ ５ ２ や 第 四 領 域 ５ ５ ４ よ り も 深 い 溝 で  
あ る 。 第 四 領 域 ５ ５ ４ は 、 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ が 第 五 収 納 部 ３ ５ ０ の 底 面 に 接 触 し 、  
第 五 突 起 部 ３ ５ １ に よ っ て 移 動 が 抑 制 さ れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 三 領 域 ５ ５ ３ や 第 五  
領 域 ５ ５ ５ よ り も 浅 い 溝 で あ る 。 第 五 領 域 ５ ５ ５ は 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ の 先 端 と 内 壁  
と の 間 に 空 間 が 設 け ら れ る 領 域 で あ り 、 隣 接 す る 第 四 領 域 ５ ５ ４ よ り も 深 い 溝 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ の よ う な 構 成 に よ り 、 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ と 同 様 に 、 第 一 領 域 ５ ５ １ と 第 二 領 域 ５ ５ ２  
の 段 差 に フ ラ ン ジ 部 ２ ５ ３ が 引 っ 掛 か る こ と で 、 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ の 先 端 を 第 五 収  
納 部 ３ ５ ０ の 内 壁 に 接 触 さ せ ず 、 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ５ ０ の 移 送 時 の 破 損 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 図 ７ を 用 い て 、 土 台 ３ ０ １ に 設 け ら れ る 収 納 部 と 蓋 ３ ０ ２ に 設 け ら れ る 突 起 部 と の 高 さ  
方 向 に お け る 位 置 関 係 に つ い て 説 明 す る 。 な お 図 ７ は 図 ５ の Ｆ － Ｆ 断 面 図 で あ り 、 収 納 部  
の 例 と し て 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ が 収 容 さ れ る 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ を 、 突 起 部 の 例 と し て  
第 三 収 納 部 ３ ３ ０ に 納 め ら れ る 第 三 突 起 部 ３ ３ １ を 用 い て 位 置 関 係 を 説 明 す る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ の 溝 の 脇 に は 、 製 造 の 都 合 上 、 平 坦 面 ３ ３ ０ Ａ が 形 成 さ れ る 。 ま た 第  
三 突 起 部 ３ ３ １ は 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ と 接 触 す る 先 端 面 ３ ３ １ Ａ を 有 す る 。 平 坦 面 ３  
３ ０ Ａ と 先 端 面 ３ ３ １ Ａ と の 距 離 を ｈ 、 蓋 ３ ０ ２ の 浮 き 上 が り 量 を ｄ と す る と き 、 ｈ ＞ ｄ  
と な る よ う に 第 三 収 納 部 ３ ３ ０ と 第 三 突 起 部 ３ ３ １ を 構 成 す る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ て  
第 三 収 納 部 ３ ３ ０ と 第 三 突 起 部 ３ ３ １ と の 間 に 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ が 通 れ る ほ ど の  
隙 間 、 す な わ ち 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 外 径 よ り も 大 き い 隙 間 を 生 じ さ せ ず に 済 む 。 ま  
た 第 三 突 起 部 ３ ３ １ と 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ と の 隙 間 は 、 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 外  
径 未 満 で あ る 。 そ の 結 果 、 第 三 突 起 部 ３ ３ １ に よ っ て 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル ２ ３ ０ の 移 動 を 防  
止 で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た 。 本 発 明 は 上 記 実 施 形 態 に 限 定 さ れ る も の で  
は な く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て も 良 い 。 ま た 、 上 記 実 施 形 態  
に 開 示 さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 わ せ て も 良 い 。 さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 に 示  
さ れ る 全 構 成 要 素 か ら い く つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ４ 】
１ ０ ０ ： 自 動 分 析 装 置 、 １ ０ １ ： 検 体 容 器 、 １ ０ ２ ： 検 体 搬 送 部 、 １ ０ ３ ： 試 薬 容 器 、 １  
０ ４ ： 試 薬 デ ィ ス ク 、 １ ０ ５ ： 検 体 分 注 部 、 １ ０ ６ ： 試 薬 分 注 部 、 １ ０ ７ ： 反 応 デ ィ ス ク  
、 １ ０ ８ ： 測 定 部 、 １ ０ ９ ： 反 応 容 器 搬 送 部 、 １ １ ０ ： 検 体 吸 引 位 置 、 １ １ １ ： 消 耗 品 保  
管 部 、 １ １ ２ ： 消 耗 品 搬 送 部 、 １ １ ３ ： 制 御 部 、 １ １ ４ ： 前 処 理 部 、 １ １ ５ ： 前 処 理 位 置  
、 １ １ ６ ： 攪 拌 位 置 、 １ １ ７ ： 反 応 液 分 注 位 置 、 １ １ ８ ： 廃 棄 孔 、 １ １ ９ ： 試 薬 攪 拌 部 、  
２ １ ０ ： 検 体 分 注 ノ ズ ル 、 ２ １ １ ： ノ ズ ル 本 体 、 ２ １ ２ ： 保 護 部 、 ２ １ ３ ： 曲 げ 板 金 、 ２  
２ ０ ： 試 薬 分 注 ノ ズ ル 、 ２ ２ １ ： ノ ズ ル 本 体 、 ２ ２ ２ ： 保 護 部 、 ２ ２ ３ ： 曲 げ 板 金 、 ２ ３  
０ ： 不 要 液 吸 引 ノ ズ ル 、 ２ ３ １ ： ノ ズ ル 本 体 、 ２ ３ ２ ： 保 護 部 、 ２ ３ ３ ： フ ラ ン ジ 部 、 ２  
４ ０ ： 緩 衝 液 吐 出 ノ ズ ル 、 ２ ４ １ ： ノ ズ ル 本 体 、 ２ ４ ２ ： 保 護 部 、 ２ ４ ３ ： フ ラ ン ジ 部 、  
２ ５ ０ ： 反 応 液 吸 引 ノ ズ ル 、 ２ ５ １ ： ノ ズ ル 本 体 、 ２ ５ ２ ： 保 護 部 、 ２ ５ ３ ： フ ラ ン ジ 部  
、 ２ ６ ０ ： 攪 拌 パ ド ル 、 ２ ７ ０ ： 備 品 用 袋 、 ２ ７ １ ： 備 品 、 ３ ０ ０ ： 収 納 箱 、 ３ ０ １ ： 土  
台 、 ３ ０ ２ ： 蓋 、 ３ ０ ３ ： ヒ ン ジ 、 ３ ０ ４ ： 嵌 合 部 、 ３ ０ ５ ： 被 嵌 合 部 、 ３ ０ ６ ： リ ブ 、  
３ １ ０ ： 第 一 収 納 部 、 ３ １ １ ： 第 一 突 起 部 、 ３ ２ ０ ： 第 二 収 納 部 、 ３ ２ １ ： 第 二 突 起 部 、  
３ ３ ０ ： 第 三 収 納 部 、 ３ ３ ０ Ａ ： 平 坦 面 、 ３ ３ １ ： 第 三 突 起 部 、 ３ ３ １ Ａ ： 先 端 面 、 ３ ４  
０ ： 第 四 収 納 部 、 ３ ４ １ ： 第 四 突 起 部 、 ３ ５ ０ ： 第 五 収 納 部 、 ３ ５ １ ： 第 五 突 起 部 、 ３ ６  
０ ： 第 六 収 納 部 、 ３ ６ １ ： 第 六 突 起 部 、 ３ ７ ０ ： 第 七 収 納 部 、 ３ ７ １ ： 第 七 突 起 部 、 ５ １  
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１ ： 第 一 領 域 、 ５ １ ２ ： 第 二 領 域 、 ５ １ ３ ： 第 三 領 域 、 ５ １ ４ ： 第 四 領 域 、 ５ １ ５ ： 第 五  
領 域 、 ５ ２ １ ： 第 一 領 域 、 ５ ２ ２ ： 第 二 領 域 、 ５ ２ ３ ： 第 三 領 域 、 ５ ２ ４ ： 第 四 領 域 、 ５  
２ ５ ： 第 五 領 域 、 ５ ３ １ ： 第 一 領 域 、 ５ ３ ２ ： 第 二 領 域 、 ５ ３ ３ ： 第 三 領 域 、 ５ ３ ４ ： 第  
四 領 域 、 ５ ３ ５ ： 第 五 領 域 、 ５ ４ １ ： 第 一 領 域 、 ５ ４ ２ ： 第 二 領 域 、 ５ ４ ３ ： 第 三 領 域 、  
５ ４ ４ ： 第 四 領 域 、 ５ ４ ５ ： 第 五 領 域 、 ５ ５ １ ： 第 一 領 域 、 ５ ５ ２ ： 第 二 領 域 、 ５ ５ ３ ：  
第 三 領 域 、 ５ ５ ４ ： 第 四 領 域 、 ５ ５ ５ ： 第 五 領 域
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ Ａ 】

【 図 ２ Ｂ 】 【 図 ２ Ｃ 】
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【 図 ２ Ｄ 】 【 図 ２ Ｅ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ Ａ 】
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【 図 ６ Ｂ 】 【 図 ６ Ｃ 】

【 図 ６ Ｄ 】 【 図 ６ Ｅ 】

【 図 ７ 】
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